
令和６年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ茗荷谷駅前園

（実施対象：１歳児クラス）



テーマ 自然物の色

色に興味を持ち始め、見つけた物の色を言った
り、聞いた色を身の回りから探してみたりと楽
しむ姿が見られたため。
とくに散歩先に出かけると、信号機の赤・青・
黄に気づき、毎日見かける車の色を言ってみた
り、公園に落ちている落ち葉の色にも興味を示
していたから。

自然の中からの色の発見

「何色かな？」「何色に見える？」
「同じ色はどれ？」「一緒だね」

令和６年１２月～令和７年２月

計３回

１歳児クラス・１０名設定理由 対象クラス

活動の狙い

キーワード

活動期間

活動回数



活動① 令和６年
１２月１３日の活動

白画用紙

場所：公園
散歩先の自然の中にある色を見つ
ける。
子どもたちがどんな色を知ってい
るか、発見したりするのか。
色に対してどのような反応や表現
が見られるか。
見つけた自然物を白画用紙の上に
のせてみる。
見つけた自然物を持ち帰る（2回
目に使用）。
日頃行き慣れた公園で自然物の色
を探す。

準備物

環境構成

▼ドキュメンテーション



落ち葉にとても興味を持ち、「何色があるかな？」
の問いにそれぞれが見て感じた色を言い保育者に見せ
にきた。
画用紙を置くと、埋めつくすように落ち葉を置く子

や砂と石と葉を重ねて置いたりする子がいた。玩具を
葉と一緒に置いてみてじっくり見ている子もいた。
個々に落ち葉と色を楽しんでいたが、互いに見つけ

た色を１枚の画用紙の上に葉の色や形に分けて置く姿
も見られた。色だけではない発見をして、友だちと一
緒に分けて置く姿は予想外であった。保育者は自然物
の色にこだわりすぎていたことに気付いた。
「何色が隠れているかな？」と問いてみると、探す

のが好きな子どもは探し始め「はっぱのなかにみどり
がいたよ」と発見した嬉しさが伝わってきた。問いを
意識することの大切さを改めて感じることができた。

振り返り



活動② 令和７年１月１４日の活動

白模造紙｜カラーセロハン｜机（１台）

場所：１歳児保育室（３～４人で
３回行う）
時間帯：夕方の掃除後

持ち帰った自然物を白模造紙の上
にのせてみる。
自然物とセロハンを下敷きに入れ、
自然物と自由に組み合わせる。
（事前に日常の中でセロハンに触
れている）
◆１歳児保育室と廊下を遊びス
ペースにする。
◆すくわく活動は保育室で行う。
◆保育室にある家具は裏返し興味
が散漫にならない工夫をする。
◆保育士（室内１人 廊下２人）

準備物

環境構成

自然物の色を見つける中で画用紙
を使用したところ、その上に葉を
並べたり、同じ色同じ形の葉を分
けたり、葉と砂や石を組み合わせ
たりと子どもたちの遊びはさまざ
まであった。公園では自然物をま
まごとの材料にしたり、大量の落
ち葉を集めて踏む音を楽しんだり
シャワーのように降らせる遊びが
主になっていた。
今回は、持ち帰った自然物を保育
室で他の色素材と組み合わせてみ
たいと思った。

設定理由

自然物と色素材の組み合わせねらい

水
道



活動②：ドキュメンテーション

白模造紙の上に本物の葉と画用紙で作った葉、カ
ラーセロハンを置いた。先にカラーセロハンに興味を
持つかと思ったが、本物の自然物から触れだす子が多
かった。重ねたりちぎったり散りばめたりしてからカ
ラーセロハンと組み合わせて遊びだした。ほとんどの
子が葉の上にカラーセロハンを被せて見ていた。色が
変わることに気が付き、同じ色や違う色を葉に重ね合
わせて、重ねすぎると下にある葉が見えなくなること
を発見する子もいた。自然物は葉や石が多く表現する
色も「きいろ」「みどり」「ちゃいろ」「くろ」だっ
たが、知っている色のカラーセロハンと組み合わせた
ことで、「あか」「あお」「きいろ」「むらさき」
「ぴんく」など言いながら葉と組み合わせて探究する
姿が見られた。
散歩に出かけた際には、周囲にある自然物や色を見

つけては保育者に伝えようとするなど関心が高まりを
感じることができた。

振り返り



活動③ 令和７年
２月１７日の活動

白画用紙｜カラーセロハン
カードケース

場所：公園
（子ども１０人、職員３人）
散歩先で見つけた自然物の色にど
んな反応をし前回と変化はあるか。
白画用紙と２回目の活動で使用し
たセロハンを持っていく。

準備物

環境構成

▼ドキュメンテーション



地面にカラーセロハンを置くと、好きな色を持ち
歩きこれまで同様に落ち葉や石に被せたり上に乗せ
たりしていた。カラーセロハンを自分の目に当てた
り離したりして周囲の景色を見て「あかにみえる
ね」「あおになった」と気づきを言葉にしていた。
色を変えてみる子もいた。
最初から緑のカラーセロハンだけを持ち歩く子は、

花壇にあった緑の葉っぱにかざし「しらべてみよ
う」と言いカラーセロハンから見た色と何もかざさ
ずに見た色の違いをじっくり見比べていた。
活動①②を通して、自然物と素材を組み合わせた

遊びは、自然物と色から色を通した自然物へと視線
が変わっていったように思った。また、色と色を比
べてみるという見方も加わっていた。どんなことに
興味関心を持ち、どんな素材と出会うかで表現も豊
かになるのだと思った。

振り返り



全体の振り返り

令和７年２月２６日(水)・２７(木) プロジェクターを使用して、職員と共有し、質疑応答を行った。
（感想）
・言葉での表現はまだ少ないと思うが、自然物とカラーセロハンの組み合わせた遊びは、様々な表現が見られて面白いと思った。
・実際画用紙上に自然物を置いている所を見たが、改めてテーマや内容を聞いて、自然物とカラーセロハンを組み合わせることは難しい
ように感じていたが面白い掛け合わせだと感じた。わくわく感があった。
・自ら発見できるような働きかけや問いが工夫されていると思った。
・カラーセロハンをケースに入れて持ち歩いたのはいいと思った。
・部屋と外で見え方が違っていいと思った。（光るの透け方など）
・楽しそうだと思った。
・白画用紙に葉っぱを乗せるのはいいと思った。各クラス取り入れてみたいと思った。
・活動が終わた後の色への気づきが深まっているように感じた。
・カラーセロハンを用意したことにより、より色への興味が広がっていたように感じた。
・子どもたち自らが発見していたところがいいと思った。
（質問）
・地面に先に置いておいた画用紙に子どもたちはすぐに気づいたのか？
→気づく子と気づかない子がいた。気づいた子の姿に気づき他の子も関心を持ち始めていた。

・地面に置いた白画用を他の遊びに使う子はいなかったか？
→いつも室内で絵を描くことをしていて、自然物を置いている子は同じような感覚で色を乗せていたように思う。

白画用紙を持ち歩く子はいたが、持ち歩いた先で見つけた自然物を乗せていた。
・カラーセロハンの色はどのように選んだか。
→子どもたちが理解していたり、関心がある色を絞って選んだ。

テーマ：自然物の色

終



株式会社モニカ

〒105-0004
東京都港区新橋2-12-16 明和ビル7階
TEL:03-6661-2466
FAX:03-6661-2467

モニカ茗荷谷駅前園

〒112-0002
東京都文京区小石川5-3-2 エイト印刷ビル2階
TEL:03-5615-8798
FAX:03-5615-8799
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